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1．まえがき  

現代の情報通信は、番号ポータビリティーやIP化により、価格  

破壊が進行しつつある。その－一一方で、ブロードバンドユーザー  

の形成が新しい利用を育みつつある。また、携帯電話の新動  

向への関心は今もきわめて高く、利用熱が冷める気配はない。  

新しい付加価値が次々と生まれ古い付加価値を価格破壊の  

底に沈める激しい新陳代謝が進行し、今後も引き続く。これに  

対処するには、付加価値生成の場を誤り無く見据え、的確な  

タイミングで適切なメッセージを伴った市場アクションをすばや  

く取り、優位性を確保してゆくことである。それには、人々の生  

活と情報通信の関わりを正しく見据え、付加価値の芽をいち  

早く発見してコンセプトワークに繋げ、その市場性をできるだ  

け早期に評価することが鍵となる。IP化に代表される潮流は、  

その方法論がコンセプト、モノ、市場まで－・質したものとなるこ  

とを要求している［1］。そこでは、ミクロ短時間からマクロ長期間  

に及ぶ巨大なレンジを貫通する基軸が求められる。本稿では、  

この基軸として行動モデル［2，3］の展開を論じる。   

2．中心課題と辛がかり  

新サービスに対する人間の受容行動を予め知ることが最大の  

難関である。新しいサービスの固有性が従来サービスからの  

類推を困難にしてきた。これは人間り中に深くは立ち入らな  

い立場である。近年の情報通信の発達は、この問題にむしろ  

切り口を与えつつある。実際、人とサービスやモノとの関係が  

著しく密接になってきた。ユーザーを深く理解しなくては、既  

に世に出たものでさえ、諸要素の意味を捉えて、マーケットの  

性質を理解することが困難になってきた。言い換えれば、サー  

ビスの固有性自体を生み出している人間の認知活動に踏み  

込むための、市場と個人の経験やデータが、少しずつ蓄積さ  

れつつある。  

例えば、Krautら［4］は、90年代前半に、家庭におけるウ  

ェブの利用時問を1年にわたって調査した。若者が初期に極  

めて高い興味を示す一方で、波打ちつつも利用時間が急速  

に減少するデータがまとめられている。これから、インターネッ  

ト市場をその初期インパクトによって予期すると、バブル崩壊  

に見舞われる可能性が高いことが、容易にわかる。携帯電話  

で同様の調査を実施していれば、次第に利用頻度が増加す  

るデータが得られ、バブルを含まない、安定でデバイドを伴わ  

ない市場を形成することが予期され、何が次世代を担うかの  

展望が早期に得られたであろう。これは、一年程度の連続調  

査をかければ、新サービス市場の長期的な性質を推測できる  

ことを示唆している。大規模投資を決める場合、考慮の価値が  
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ある確実性の高い方法と見られる－・方、コストと時間が相当に  

かかってしまう。デザイン（設計・計画）においては、如何に多  

数の候補から絞り込むか（評価関数の定義域の広さ）が重要  

であり、本質的な解決ではない。それでも、この方法には大き  

な複雑性の簡約がある。利用時間という長期的なミクロ行動を  

少数者で理解して、デバイドのような膨大多数のマクロ行動の  

問題を扱える可能性である。これをさらに踏み込んで、短期的  

な相互作用の分析から長期的な利用アクティビティの性質を  

予想し得る方法論が得られれば、コストと時間を節約して、  

様々なプロトタイプをテストにかけ選別することが可能になる。  

これには、認知活動を含めた人間の行為を捉え、なおかつ短  

期的な時間スケールから長期的な時間スケールに延長しうる  

ミクロ理論が必要になる。この役割を人間行動の概念的モデ  

ルに期待するのが本論である。これは、認知活動の基本性質  

を抽出し、ユーザーの視線に入り込む方法をデザイナーに示  

唆する役割も含んでいる。従って、コンセプトワークの段階で  

の評価にも方法論構築の道を開こうとするものである。   

3．行動モデル  

行動モデル［2，3］のエッセンスはシンプルである。環境に向かう  

行為と、環境内の要素を自らに引き寄せる行為を、ミクロで短  

期的な行動の基礎として捉えることにある。  

Aは唱境（8）に向かってゆく  

低次元・閉じている   

⑩接触領域  

高次元・開いている  
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Bは境域内要素（心を8白身に向けて引きよせる  

図1短時間ミクロ行動  

簡単に言えばこれだけだが、実は膨大な内容が見えてく  

る視座である（凶1）。この2つの行為は、ミクロには往来するこ  

とができる。この時、感覚・知覚とその隠蔽［5］が切り替えられ  

て、認知に不連続な裂け目がもたらされる。メルロボンティー  

は、これを可逆性と呼んで存在論も試みている［6］。我々は、  

特に、トポロジカルな感覚との関係に注意する。閉じている環  

境の認知、開いている自己の認知、閉じた相互作用、開いた  

相互作用、境界知覚の生起、環境側を主体とする感覚の想起、  

知覚の隠蔽などが、行為と連動して起きる様がわかる。これは、  

認知活動に伴う隠蔽や他者感覚の想起が、行為とどのように  
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いうトポロジカルな条件こそが、生命系、そして、認知活動を  

生み出している。第二に、トポロジカルな記述は人間の原始的  

な知覚感覚と形式を近い関係で表現する。この点で、心的過  

程をトポロジー数学によって記述するというK．Lewinの古典的  

な理論［7］は、上下を転倒していると言える。我々は、数学的な  

概念で、概念的な行動モデルそのものを記述するという立場  

は取らない。第三に、この行動モデルは、トポロジカルな側面  

を通して、行動と数学的なものの関係を示している。   

そこで、行動をデータによって分析してゆく際に、トポロジ  

カルな構造を取り出して客観的な判断基準を構成してゆくこと  

が考えられる。位相数学の意味での閉と開や不連続性、連続  

性といった性質は、小変化に対して安定である。行動モデル  

も、2つの行動モードで、異なる属性を示す。これは位相数学  

的には局所構造である。ダイナミクスによって大きなスケール  

での特性と両立性が要請され、混合性の度合いとしてエントロ  

ピーや裾の広がり方にも違いが予想される。これらを測ってゆ  

くことで、仮説に誤りがあれば見つけられる可能性も期待でき  

る。それには、意味作用を含めた行動の共起関係データを  

自然な距離関係を持ったグラフに変換するという課題がある。  

モデルはこれを偶成してゆくための判定条件「可逆性との両  

立（“同相性”）」を与える。これは、（少なくとも）分散型と集中  

型の両者のトポロジーが出てくることである。   

5．情報通信市場の成長面  

現段階の市場展望を簡単に触れる。今後人きな変化が生じる  

と考えられる主領域は、携帯電話と固定系インフラが共にIP  

化されて統合されるところである。そこでは価格破壊が起きる  

という面だけでなく、固定系の広澤域が携帯と関わりながら利  

用できることが新しいイ、」■力I一価値を創造するという‡別待の二つが  

ある。モデルはこの流れと両1■上するが、広帯域に対しては（強  

い）適応を生起しない配慮が必要であり、また、利用者行動を  

可逆性と2つの行動モードの関係との観点から注意深く吟味  

しなければ、デバイドが生じてしまうことを示唆している。   

6．おわりに  

4で述べた課題を解決しつつ、マクロ長期からミクロ短期に向  

かって実データで吟味してゆく。また、定量的方法との連携も  

課題である。   
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連動するかを示すと同時に、トポロジカルな感覚や、環境に依  

存しにくい記号性が生じてくるメカニズムをも示している。  

隠蔽のメカニズムは、自分の生活のことであっても、それ  

をどのように見失うのか、それを避けるにはどうするのかという、  

デザイナーにとちて重要な方法論を示している。また、トポロジ  

カルな点は形式（数学）との橋渡しを担い、判断基準やツール  

を構築してゆく際に霞要となる。  

一方、二つの行為で適応の度合いが大きく異なる。環境  

に向かう行為は、自己を適応させる働きが大きく、環境から引  

き寄せる行為では、自己に合うもののみが相互作用を起こし、  

適応する負担が′jこさいことである。但し、認知活動は太古から  

適応を経た結果なので、適応負担が快感覚を伴って昂進する  

ことが多い。  

快経験がその後の行動に反復と偏りを生み、一一・質した長  

期的行動のモードを形成するという推論で短期的行為から長  

期的行動を導く。これがミクロ長期モデルである。ここで、位相  

力学的な射影を考えることで、力学的理論との両立性を確保  

している。ミクロ長期モデルの短期的な変化に注意すると、こ  

れらは組み合わされ、マクロモデルが得られる。   

これら3段階のモデルを用いれば、以下のような多くの現  

象に定性的な説明と予測を与えることができる：情報通信が携  

帯とPC系インターネットで2大領域を形成し、その2つが、市  

場構造、産業構造、システム構造、サービス契約、トラヒック特  

性を含む、様々な項目で逆の属性を示すこと；自動交換のイ  

ンパクトを引′き継いだのは、コードレス電話と携帯電話であり、  

この系統がデバイドを生まないこと；PC系インターネットがデ  

バイドやバブル、ジェンダーギャップを伴うこと；インターネット  

ではマクルーハンの世界村が誕生しないこと；インターネット鶴  

城がデバイドを生まない利用形態に向かって自らを変形させ  

浸透してくること（IP化はその－・つ）。マクロモデルはシステム  

の境界付近で低エントロピー、中央部で高エントロピーという、  

熱力学の第二法則と両立している。これは、インターネット系  

統のトラヒックがバースト的（低エントロピー）であることが熱力  

学の第二法則に帰されることを意味する。広帯域通信は一般  

には低エントロピーを持ち込んでしまい、適応を生起してデバ  

イドを生じやすいことを意味する。トラヒックと伝送路容量が、  

エントロピーによって統合される点に注意されたい。なお、韓  

国ブロードバンドの総契約数微減、国内ブロードバンド市場の  

市場占有率の人きな偏りは、本モデルが予測している市場の  

デバイド性（低エントロピー性）を示している。一方、性の発生  

や認知能力の性差と両立し、社会的性差行動にも両立する。  

遺伝系統の性差や言語使用では、グラフデータのレベルでモ  

デルと位相的特徴が合う。   

4．客観的尺度構成の問題設定  

トポロジカルな関係に注目するのは次のような理由がある。  

第一－－・に、構成要素が同時に動く・働く、近い位置関係にあると  
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